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ま・ち・の・わ・だ・い

ま・ち・の・わ・だ・い

②

ベ
ル
ギ
ー
か
ら
高
校
生
来
島

　
　
　

   

種
子
島
の
生
活
を
体
験

　

７
月
12
日
（
金
）、ア
リ
ッ
ク
ス
・
ヴ
ァ

ン
ヒ
ー
ス
さ
ん
（
16
歳
・
ベ
ル
ギ
ー
在

住
）
が
市
役
所
を
訪
れ
ま
し
た
。

　

ア
リ
ッ
ク
ス
さ
ん
は
、
ラ
イ
オ
ン
ズ

ク
ラ
ブ
が
「
青
少
年
た
ち
に
外
国
の
若

人
と
親
し
く
接
す
る
機
会
を
与
え
る
」

こ
と
を
目
的
に
行
っ
て
い
る
Ｙ
Ｃ
Ｅ
事

業
の
一
環
で
来
島
し
、
約
１
か
月
間
滞

在
。
と
も
に
訪
れ
た
白
川
心
さ
ん
（
種

子
島
高
校
２
年
）
宅
に
ホ
ー
ム
ス
テ
イ

し
、
種
子
島
高
校
で
の
生
活
も
体
験
し

ま
し
た
。

　

ア
リ
ッ
ク
ス
さ
ん
は
、「
種
子
島
は

食
べ
物
も
美
味
し
く
、
人
も
親
切
で
素

晴
ら
し
い
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

安
納
地
区
の
児
童
・
生
徒

　

七
夕
寄
席
で
落
語
を
披
露

　
《
お
便
り
い
た
だ
き
ま
し
た
》

　

７
月
７
日
（
日
）、「
七
夕
寄
席

inTA
N
EG
A
SH
IM
A

」
が
市
民
会
館
で

開
催
さ
れ
、
安
納
地
区
か
ら
沖
田
桜
眞

さ
ん
（
安
納
小
６
年
）
と
日
髙
琉
里
さ

ん
（
種
子
島
中
１
年
）
の
２
名
が
落
語

を
演
じ
ま
し
た
。

　

２
名
は
昨
年
に
引
き
続
き
２
回
目
の

登
場
。
昨
年
度
よ
り
２
倍
の
セ
リ
フ
も

も
の
と
も
せ
ず
、
堂
々
と
し
た
態
度
で

舞
台
に
臨
み
、
生
き
生
き
と
し
た
表
現

で
会
場
を
沸
か
せ
ま
し
た
。

▲日髙琉里さん▲沖田桜眞君

アリックスさん（中央）と白川さん（右）

　

７
月
11
日
（
木
）、
青
年
海
外
協
力

隊
と
し
て
ラ
オ
ス
に
派
遣
さ
れ
る
こ
と

が
決
ま
っ
た
川
畑
茉
都
佳
さ
ん
（
野
首

出
身
）
が
来
庁
し
ま
し
た
。

　

同
18
日
に
現
地
へ
出
発
し
、
任
期
は

２
年
間
。
教
育
ス
ポ
ー
ツ
省
に
配
属
さ

れ
、
首
都
ビ
エ
ン
チ
ャ
ン
の
小
学
校
で

体
育
授
業
の
指
導
や
実
態
調
査
を
行
い

ま
す
。

　

川
畑
さ
ん
は
、「
新
し
い
世
界
を
知

り
、
日
本
の
子
ど
も
た
ち
や
こ
れ
か
ら

出
会
う
人
に
自
分
の
経
験
を
伝
え
て
い

き
た
い
」
と
話
し
ま
し
た
。

川
畑
茉
都
佳
さ
ん　

青
年
海
外
協
力
隊
と
し
て
ラ
オ
ス
へ
派
遣

　

７
月
９
日
（
火
）
〜
11
日
（
木
）
の

３
日
間
、
種
子
島
中
央
高
校
の
２
年
生

が
市
役
所
で
就
業
体
験
学
習
を
行
い
ま

し
た
。

　

今
回
市
役
所
で
就
業
体
験
を
行
っ
た

の
は
、
大
山
瑚
汰
郎
さ
ん
と
岡
村
志
乃

さ
ん
の
２
名
。
３
日
間
で
社
会
教
育
や

鉄
砲
館
、
広
報
（
右
の
記
事
は
２
名
が

取
材
）
の
業
務
な
ど
を
体
験
し
ま
し
た
。

　

２
名
か
ら
は
、「
仕
事
の
大
変
さ
と

楽
し
さ
を
体
感
で
き
た
。
今
後
の
進
路

や
職
業
選
択
に
生
か
し
た
い
」
と
感
想

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

種
子
島
中
央
高
校
の
生
徒
が
就
業
体
験
学
習

市政の窓
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③

心
を
ひ
と
つ
に
合
唱　

種
子
島
中
合
唱
コ
ン
ク
ー
ル

　

７
月
13
日
（
土
）、
種
子
島
中
学

校
合
唱
コ
ン
ク
ー
ル
が
同
校
体
育
館

で
開
催
さ
れ
、
各
学
年
、
各
ク
ラ
ス

ご
と
、
心
を
ひ
と
つ
に
美
し
い
ハ
ー

モ
ニ
ー
を
奏
で
ま
し
た
。

　

ま
た
、
こ
の
日
は
ソ
プ
ラ
ノ
歌
手
と
し
て
も
活
躍
す

る
宮
原
真
紀
教
諭
（
種
子
島
高
校
）
が
審
査
員
と
し
て

参
加
。
審
査
後
は
、イ
タ
リ
ア
の
カ
ン
ツ
ォ
ー
ネ
「
オ
ー
・

ソ
レ
・
ミ
オ
」
を
披
露
し
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
、
同
校
校
歌
を
作
曲
し
た
、
ピ
ア
ニ
ス
ト
の

西
村
由
紀
江
さ
ん
か
ら
、「
今
日
歌
っ
た
歌
、
校
歌
を
大

切
に
し
て
ほ
し
い
」
と
い
う
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
届
き
、
会

場
で
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。

▲宮原真紀教諭

3年生学年合唱

資
源
管
理
の
た
め
ウ
ナ
ギ
を
放
流　

現
和
小
児
童
も
体
験

　

７
月
16
日
（
火
）、
湊
川
下
流
で
、

市
し
ら
す
う
な
ぎ
採
捕
組
合
（
中
山
哲

政
会
長
）
が
ウ
ナ
ギ
の
放
流
を
行
い
ま

し
た
。

　

こ
れ
は
、
近
年
減
少
し
て
い
る
ウ
ナ

ギ
の
、
資
源
管
理
の
た
め
行
わ
れ
た
も

の
で
、
こ
の
日
は
約
17
㎏
の
養
殖
ウ
ナ

ギ
を
放
流
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
現
和
小
２
年
生
の
児
童
４
名

も
放
流
を
体
験
。
児
童
は
、
ウ
ナ
ギ
を

触
る
の
は
初
め
て
と
の
こ
と
で
し
た

が
、
優
し
く
上
手
に
ウ
ナ
ギ
を
つ
か
み
、

川
へ
放
し
て
い
ま
し
た
。

　

７
月
16
日
（
火
）、
６
月
末
で
種
子

島
警
察
署
少
年
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
連
絡
会

会
長
を
勇
退
し
た
前
田
宗
理
さ
ん
（
東

町
）
が
来
庁
し
ま
し
た
。

　

前
田
さ
ん
は
、
同
連
絡
会
会
長
の
ほ

か
、
昭
和
50
年
か
ら
少
年
補
導
員
と
し
て

も
活
動
し
、
長
年
に
わ
た
り
各
種
防
犯
活

動
、
少
年
の
健
全
育
成
に
尽
力
さ
れ
て
い

ま
す
。
６
月
29
日
に
は
種
子
島
警
察
署
長

か
ら
感
謝
状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　

前
田
さ
ん
は
、「
今
後
も
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
は
続
け
て
い
き
た
い
」
と
話
し
て
い

ま
し
た
。

前
田
宗
理
さ
ん
に
感
謝
状　

種
子
島
警
察
署
長
か
ら

東
京
浅
草
で
種
子
島
火
縄
銃
保
存
会
が
鉄
砲
ま
つ
り
を
Ｐ
Ｒ

　

７
月
13
日
（
土
）、
東
京
浅
草
の
「
ま

る
ご
と
に
っ
ぽ
ん
」
で
、
種
子
島
火
縄

銃
保
存
会
が
火
縄
銃
の
試
射
を
行
い
、

「
鉄
砲
ま
つ
り
」、「
本
市
の
特
産
品
」

を
Ｐ
Ｒ
し
ま
し
た
。
観
客
か
ら
は
大
迫

力
の
音
に
大
き
な
歓
声
が
上
が
り
、
拍

手
も
沸
き
起
こ
り
ま
し
た
。

　

今
後
も
、「
ま
る
ご
と
に
っ
ぽ
ん
」

で
は
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン

ピ
ッ
ク
を
見
据
え
、
種
子
島
の
食
材
を

使
っ
た
料
理
教
室
や
イ
ベ
ン
ト
の
実
施

な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
か
た
ち
で
首
都
圏
向

け
に
種
子
島
を
発
信
し
て
い
き
ま
す
。

市政の窓
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７
月
23
日
（
火
）、
第
27
回
わ
れ
は

海
の
子
黒
潮
の
子
「
浦
田
遠
泳
大
会
」

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
日
は
、
市
内
の
小
学
５
、６
年

生
の
児
童
約
１
３
０
名
が
参
加
。
浦
田

漁
港
を
ス
タ
ー
ト
し
、
海
水
浴
場
を
目

指
す
約
１
・
４
㎞
の
コ
ー
ス
を
、
掛
け

声
を
そ
ろ
え
、
時
に
は
仲
間
に
声
を
掛

け
、
励
ま
し
合
い
な
が
ら
泳
ぎ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
伴
泳
者
と
し
て
Ｐ
Ｔ
Ａ
や
地

域
の
方
約
１
０
０
名
が
参
加
し
、
児
童

が
安
全
に
泳
げ
る
よ
う
サ
ポ
ー
ト
し
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。

浦
田
遠
泳
大
会　

励
ま
し
合
い
な
が
ら
泳
ぎ
ま
し
た

西
ノ
海
相
撲
ク
ラ
ブ
大
活
躍　

３
名
全
国
大
会
へ

　

７
月
24
日
（
水
）、
西
ノ
海
相
撲
ク

ラ
ブ
所
属
の
宮
田
賢
航
さ
ん
（
榕
城
小

５
年
）、
吉
元
芯
さ
ん
（
下
西
小
５
年
）、

中
島
雫
さ
ん
（
種
子
島
中
２
年
）
が
来

庁
し
、
８
月
と
10
月
に
行
わ
れ
る
全
国

大
会
へ
の
出
場
を
報
告
し
ま
し
た
。

　

宮
田
さ
ん
が
わ
ん
ぱ
く
相
撲
全
国
大

会
県
予
選
、
吉
元
さ
ん
と
中
島
さ
ん
が

全
日
本
女
子
小
中
学
生
相
撲
大
会
県
予

選
で
、
そ
れ
ぞ
れ
優
勝
し
て
い
ま
す
。

　

３
名
は
「
よ
り
多
く
勝
て
る
よ
う
、

日
々
の
練
習
を
頑
張
り
た
い
」
と
意
気

込
み
を
話
し
ま
し
た
。

前列左から宮田さん、中島さん、吉元さん

澤
柳
重
雄
さ
ん
１
０
０
歳
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

　

７
月
20
日
（
土
）、
澤
柳
重
雄
さ
ん

の
１
０
０
歳
の
誕
生
日
を
お
祝
い
す
る

た
め
、サ
ー
ビ
ス
付
き
高
齢
者
住
宅
「
あ

り
が
と
う
」
を
訪
問
し
、
副
市
長
が
お

祝
い
の
言
葉
と
花
束
を
贈
り
ま
し
た
。

　

澤
柳
さ
ん
は
大
正
８
年
生
ま
れ
。
結

婚
後
は
、
４
人
の
子
ど
も
に
恵
ま
れ
ま

し
た
。

　

訪
問
の
際
に
は
、
ご
家
族
の
方
も
参

加
さ
れ
、
賑
や
か
な
会
と
な
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
も
お
元
気
に
お
過
ご
し
く

だ
さ
い
。

高
速
船
就
航
30
周
年　

西
之
表
港
で
セ
レ
モ
ニ
ー

　

７
月
21
日
（
日
）、
高
速
船
就
航
30

周
年
感
謝
セ
レ
モ
ニ
ー
が
西
之
表
港
で

行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
種
子
島
屋
久
島
振
興
協
議

会
が
企
画
し
た
も
の
で
、
種
子
島
鉄
砲

太
鼓
の
演
奏
で
船
を
出
迎
え
、
種
子
屋

久
高
速
船
の
黒
木
修
一
取
締
役
と
江
田

正
幸
船
長
に
花
束
を
贈
り
ま
し
た
。

　

１
９
８
９
年
（
平
成
元
年
）
に
就
航

し
た
高
速
船
。
鹿
児
島
市
や
屋
久
島
へ

の
往
来
の
時
間
が
大
幅
に
短
縮
さ
れ
、

島
民
や
来
島
者
の
利
便
性
向
上
に
大
き

な
役
割
を
果
た
し
て
き
ま
し
た
。

④市政の窓
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「
馬
毛
島
体
験
活
動
」
を
実
施
し
ま
し
た

　

７
月
22
日
（
月
）、「
青
少
年
の
自
立

心
、
協
調
心
、
探
究
心
、
自
然
・
文
化

愛
護
心
な
ど
を
養
う
こ
と
」
を
目
的
に
、

小
学
生
か
ら
高
校
生
ま
で
の
児
童
・
生

徒
、
そ
の
保
護
者
を
対
象
と
し
た
「
馬

毛
島
体
験
活
動
」
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

こ
の
事
業
は
、
馬
毛
島
の
あ
り
の
ま

ま
の
自
然
を
活
か
し
た
体
験
学
習
と
し

て
昨
年
度
か
ら
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

参
加
者
は
、
現
在
無
人
島
で
あ
る
馬

毛
島
と
い
う
非
日
常
的
な
場
所
で
の
活

動
に
終
始
心
を
弾
ま
せ
、
馬
毛
島
が

持
つ
豊
か
な
自
然
を
満
喫
し
て
い
ま
し

た
。

【
事
業
内
容
】

①
葉
山
港
〜
学
校
跡
地
〜
高
坊
港
間

（
片
道
２
・
５
㎞ 
）
の
遠
足
に
よ
る
史
跡
・

学
校
跡
地
・
動
植
物
等
見
学

②
葉
山
港
で
の
マ
リ
ン
体
験
（
海
水
浴

な
ど
）

③
船
上
か
ら
の
馬
毛
島
周
遊
見
学

旧馬毛島小・中学校で

コ
ン
ク
ー
ル
出
場
に
向
け
猛
特
訓　

榕
城
小
鉄
砲
太
鼓
隊

　

７
月
24
日
（
水
）
〜
26
日
（
金
）、
榕

城
小
学
校
鉄
砲
太
鼓
隊
（
松
岡
知
佳
会

長
・
隊
員
20
名
）
が
、
11
月
に
開
催
予

定
の
県
太
鼓
連
合
ジ
ュ
ニ
ア
コ
ン
ク
ー

ル
出
場
に
向
け
、
あ
っ
ぽ
〜
ら
ん
ど
で

合
宿
を
行
い
ま
し
た
。

　

近
年
隊
員
数
が
増
え
て
き
た
太
鼓

隊
。
数
年
ぶ
り
の
出
場
に
、
中
野
忠
志

さ
ん
の
指
導
に
も
力
が
入
り
ま
す
。

　

リ
ー
ダ
ー
の
濱
村
直
史
さ
ん
（
６
年

生
）
は
、「
皆
で
協
力
し
、
息
を
合
わ

せ
て
力
強
く
た
た
き
た
い
」
と
意
気
込

み
を
話
し
ま
し
た
。

　

７
月
30
日(

火)

、鹿
児
島
県
主
催『
学

ぶ
環
境
体
験
学
習
塾
』
を
鉄
砲
館
で
開

催
し
ま
し
た
。

　

こ
の
日
は
、
市
内
の
小
・
中
学
生
と

そ
の
保
護
者
30
名
が
参
加
。(

一
財)

鹿

児
島
県
環
境
技
術
協
会
の
方
か
ら
、
地

球
温
暖
化
が
も
た
ら
す
生
活
へ
の
影
響

と
そ
の
原
因
、
身
近
な
生
活
に
欠
か
せ

な
い
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
大
切
さ
に
つ
い
て

学
び
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、「
省
エ
ネ
」
の
た
め
の
ソ
ー

ラ
ー
ラ
ン
プ
作
り
を
行
い
、
皆
さ
ん
工

作
に
熱
中
し
て
い
る
様
子
で
し
た
。

地
球
温
暖
化
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
大
切
さ
を
学
び
ま
し
た

⑤ 市政の窓
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白
い
砂
浜
を
満
喫
！
ビ
ー
チ
バ
レ
ー
フ
ェ
ス
タ
in
浦
田

　

８
月
18
日
（
日
）、
市
連
合
青
年
団
、

市
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
連
盟
が
主
催
す
る

２
０
１
９
ビ
ー
チ
バ
レ
ー
フ
ェ
ス
タ
in

浦
田
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

今
大
会
に
は
17
チ
ー
ム
、
約
１
１
０

名
が
参
加
。
当
日
は
太
陽
が
ジ
リ
ジ
リ

と
照
り
つ
け
る
暑
い
日
と
な
り
ま
し
た

が
、
気
迫
あ
ふ
れ
る
プ
レ
ー
の
連
続
で

会
場
は
大
盛
り
上
が
り
。
砂
に
ま
み
れ

て
は
海
に
浸
か
る
な
ど
し
、
夏
の
海
を

満
喫
し
て
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
試
合
前
に
は
恒
例
と
な
っ
て

い
る
ビ
ー
チ
清
掃
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

８
月
２
日
（
金
）
か
ら
５
日
（
月
）

の
４
日
間
、
滋
賀
県
長
浜
市
（
友
好
都

市
）
の
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
の
子
ど
も
た

ち
が
来
島
し
、
本
市
の
ス
ポ
ー
ツ
少
年

団
と
交
流
を
行
い
ま
し
た
。

　

今
年
２
月
に
は
、
本
市
の
子
ど
も
た

ち
が
長
浜
市
を
訪
問
し
て
お
り
、
約
半

年
ぶ
り
の
再
会
と
な
り
ま
し
た
。

　

子
ど
も
た
ち
は
、
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
や

海
水
浴
、
宇
宙
セ
ン
タ
ー
の
見
学
な
ど

で
交
流
を
深
め
、
種
子
島
の
夏
を
満
喫
。

夏
休
み
の
楽
し
い
思
い
出
と
な
り
ま
し

た
。

長
浜
市
ス
ポ
ー
ツ
団
と
交
流　

絆
深
め
今
年
で
32
回
目

種
子
島
中
柔
道
部
が
大
活
躍　

全
国
大
会
・
九
州
大
会
へ
出
場

　

種
子
島
中
学
校
柔
道
部
の
平
愛
菜
美

さ
ん
（
２
年
）、美
坂
七
海
さ
ん
（
２
年
）

が
全
国
大
会
と
九
州
大
会
に
、
小
𠩤
寿

李
さ
ん
（
３
年
）
が
九
州
大
会
へ
の
出

場
を
決
め
、
８
月
１
日
（
木
）、
来
庁

し
ま
し
た
。

　

７
月
22
日
、
23
日
に
行
わ
れ
た
県
中
総

体
柔
道
競
技
で
、
平
さ
ん
と
美
坂
さ
ん
が

そ
れ
ぞ
れ
の
階
級
で
優
勝
、
小
𠩤
さ
ん
が

準
優
勝
と
い
う
素
晴
ら
し
い
成
績
を
収
め

ま
し
た
。
ま
た
、
同
校
柔
道
部
は
作
法
・

礼
法
も
優
れ
て
い
て
、
大
会
で
ベ
ス
ト
マ

ナ
ー
賞
を
受
賞
し
て
い
ま
す
。

前列左から美坂さん、平さん、小𠩤さん

　

５
月
30
日
（
木
）、
榎
原
信
一
郎
さ

ん
（
市
選
挙
管
理
委
員
会
委
員
長
）
が
、

全
国
市
区
選
挙
管
理
委
員
会
連
合
会
表

彰
を
受
彰
し
ま
し
た
。
こ
れ
に
伴
い
、

８
月
５
日
（
月
）、榎
原
さ
ん
が
来
庁
し
、

市
長
へ
受
彰
を
報
告
し
ま
し
た
。

　

榎
原
委
員
長
は
、
平
成
20
年
12
月
に

市
選
挙
管
理
委
員
会
委
員
に
就
任
。
24

年
か
ら
は
委
員
長
を
務
め
て
い
ま
す
。

　

今
回
の
受
彰
は
、
長
年
に
わ
た
り
選

挙
管
理
業
務
に
尽
力
さ
れ
、
そ
の
功
績

が
認
め
ら
れ
た
こ
と
に
よ
る
も
の
で

す
。

選
挙
管
理
委
員
会
連
合
会
表
彰　

榎
原
信
一
郎
さ
ん
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【材料】（約 5人分）
米………………カップ４
だし昆布………10 ㎝
酒………………大さじ 2
塩………………小さじ 1/3
小松菜…………100 ｇ
ひじき（乾）…20 ｇ
豚もも薄切り…100 ｇ

【作り方】
①　米は普通の水かげんにしてＡを加えて炊く。
②　小松菜はゆでて細かく切る。
③　ひじきはもどして水をきる。豚肉、人参はせん切りにする。
④　サラダ油を熱し、豚肉、ひじき、人参、桜海老を炒めＢを加え火が通り汁気がなくなるまで煮る。
⑤　ご飯に④と小松菜を混ぜる。
※うす焼卵、針しょうがなどを上に飾っても良い。

第 148 弾
ひじきと桜海老の混ぜご飯桜海老桜海老

カルシウムをとろう★種子島の旬の食材を
　　　　おいしく食べよう！

■問い合わせ先　市保健センターすこやか　☎ 24-3233

Ｂ

人参………50 ｇ
桜海老……10 ｇ
サラダ油…大さじ 1
だし（かつおぶし）
　　………カップ 3/4
酒…………大さじ 1.5
薄口醬油…大さじ 1.5
砂糖………大さじ 1.5

Ａ

市
長
独
言
№ 29
…
カ
マ
ス
の
塩
辛

　

種
子
島
の
夏
の
風
物
詩
、
カ
マ
ス
漁
が
今
年
は
静
か
で
す
。
湊
、
伊
関
、

田
之
脇
、
住
吉
と
い
っ
た
浦
々
に
恒
例
の
魚
群
が
な
か
な
か
現
れ
ず
、
温
暖

化
の
せ
い
か
と
、
い
ぶ
か
る
声
の
一
方
、
ス
ミ
テ
（
潜
り
手
）
不
足
、
高
齢

化
の
影
響
も
あ
り
は
せ
ぬ
か
と
の
話
も
聞
こ
え
て
き
ま
す
。

　

そ
の
ス
ミ
テ
の
存
在
感
を
示
し
た
の
は
、
８
月
に
あ
っ
た
国
上
夏
ま
つ
り

で
す
。
３
回
目
を
迎
え
た
今
年
は
地
引
き
網
を
新
調
し
て
開
か
れ
ま
し
た
。

延
長
１
８
０
㍍
、
幅
８
㍍
の
網
は
浦
田
海
水
浴
場
の
沖
合
に
投
入
さ
れ
、
網

の
両
端
を
バ
ラ
ン
ス
よ
く
引
き
ま
す
。
袋
状
に
た
わ
ま
せ
た
網
に
魚
を
取
り

込
ん
で
逃
が
さ
ぬ
よ
う
、
ス
ミ
テ
た
ち
の
働
き

が
極
め
て
重
要
で
す
。

　

海
に
潜
っ
て
、
網
と
獲
物
の
様
子
に
目
を
凝

ら
し
、
船
の
仲
間
に
合
図
を
送
り
、
船
か
ら
は

赤
白
の
手
旗
で
陸
側
に
引
き
方
を
指
示
す
る
の

で
す
。
こ
の
日
は
台
風
接
近
の
影
響
で
波
と
う

ね
り
が
高
く
な
り
つ
つ
あ
っ
た
の
で
、
難
し
い

作
業
で
し
た
。

　

ス
ミ
テ
は
、
数
多
く
の
漁
法
が
伝
わ
る
種
子

島
で
、
ナ
ガ
ラ
メ
な
ど
の
潜
水
漁
法
だ
け
で
な

く
、
カ
マ
ス
、
ト
ビ
ウ
オ
な
ど
の
網
漁
法
で
も

活
躍
し
て
き
ま
し
た
。

　

目
玉
行
事
の
地
引
き
網
を
終
え
、
ス
テ
ー
ジ

イ
ベ
ン
ト
終
了
後
、
獲
っ
た
魚
を
抽
選
で
参
加

者
に
贈
り
ま
し
た
。
当
選
者
ら
の
歓
声
を
聞
き
な
が
ら
、
地
引
き
網
に
携
わ
っ

た
漁
師
さ
ん
た
ち
も
満
面
に
笑
み
を
浮
か
べ
て
い
ま
し
た
。
夜
は
ス
カ
イ
ラ

ン
タ
ン
、
さ
ら
に
花
火
で
締
め
く
く
り
ま
し
た
。

　

最
後
に
私
事
で
す
が
、
長
丁
場
の
夏
を
乗
り
切
る
カ
マ
ス
の
塩
辛
の
手
作

り
が
、
今
年
は
材
料
不
足
で
遅
れ
気
味
な
が
ら
も
何
と
か
で
き
ま
し
た
。
食

欲
減
退
に
陥
り
が
ち
な
盛
夏
の
備
え
で
す
。
塩
漬
け
し
た
内
臓
の
塩
抜
き
を

し
、
酢
を
加
え
ま
す
。
熟
成
を
待
つ
瓶
詰
め
を
眺
め
な
が
ら
、
島
の
漁
師
文

化
に
支
え
ら
れ
て
い
る
身
を
自
覚
し
ま
し
た
。

国上夏まつりの地引き網
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⑧

　築 55 年を経過していた榕城校区牧之峯自治
会の公民館が、シロアリの被害に加え、この
度の長い梅雨の影響を受け倒壊する事態とな
りました。
　公民館は、地域住民・高齢者等の活動の拠
点であり、落胆の程度は甚だしいものがあり

ます。牧之峯自治会は小規模の自治会で高齢化
も進んでおり、解体、建直しのためには、人的・
経済的にも厳しい状況にあります。
　7月 24 日（水）、住民の方と、榕城校区長、
校区内 7自治会長（洲之崎・田屋敷・野首・松
畠・納曽・中野・平田）、集落支援員等が集まり、
解体作業を実施。小倉隆久榕城校区長は、「大・
小規模の自治会で人的・経済的にも差がある現
状。それぞれ課題があるが、相互に協力し合っ
ていかなければならない」と人的支援を決めま
した。
　今後は、自治会の積立金や市の交付金を活用
し、公民館の建直しを目指しますが、不足する
分は、知人や出郷者の方から寄付を募り、早期
の復旧を目指します。

牧之峯公民館が倒壊　解体作業を校区・自治会が支援

川商ハウスと空き家・空き地等の利活用連携協定を締結

　7月 26 日（金）、鹿児島市に本社を置く不動
産業者「川商ハウス」と島内 1市 2 町とで連
携協定を締結しました。
　川商ハウスは、4月に中種子町に種子島支店

を開設。「島内の空き地・空き家の利活用事業
を進めていきたい」ということで、今回、連携
協定を締結しました。
　また、本市では、4月 22 日（月）に市内の
不動産業者とも連携協定を締結しています。今
後、業者との情報交換を行いながら、市内の空
き家の利活用を進めていきます。
　また、民間の賃貸できる物件を本市の空き家
バンクホームページで紹介しており、大家や入
居者に対するリフォーム補助を行いながら、空
き家の解消に努めています。

川迎のヒマワリが満開になりました 新たに地域おこし協力隊・集落支援員が就任

　７月 24 日（水）、川迎なかよし会の皆さん
でヒマワリの観賞に訪れました。

　8月 1日（木）、地域おこし協力隊として　光
夫さん（地域人材育成担当・左）が就任しました。
　また 8月 5日（月）には、集落支援員に北口
俊太さん（現和校区担当・右）が着任しました。

市政の窓
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■問い合わせ先　
　市役所地域支援課協働推進係☎ 0997‐22‐1111 内線 214出郷者会だより

第 21回東海西之表会

　6月 30 日（日）、愛知県内で東海地区の出郷者
会「東海西之表会」が開催されました。
　第 21 回目の開催となった当日は、約 100 名の
方が参加。（市からは、市長、議長、職員 3名が出席）
　この会では、役員の方々の演芸が人気であり、
今回も役員総出の演出に会場中が盛り上がりまし
た。また、毎年恒例の全員参加で踊る「カモネ音頭」
で今年も締めくくりました。

第 22回関東種子島会

　7月 6日（土）、東京都内で、関東地区の出郷者
会「関東種子島会」が開催されました。
　今回で 22 回目を迎え、約 180 名が参加。（市か
らは、市長、議長、職員 3名が出席）
　種子島の焼酎や特産品が当たる「お楽しみ抽選
会」や特産品販売も行われ、会場中が大いに盛り
上がりました。

種子島高校への寄付を伝達（関東種子島会）
　「種子島の子供達の
教育資金に充ててほし
い」ということで、関
東種子島会様から 10
万円、7 月 6 日（土）
の関東種子島会総会参
加者の皆様から 4 万

3,100 円の計 14 万 3,100 円の寄付をいただきまし
た。
　いただいた寄付は、7月 16 日（火）に伝達式を
行い、市長から城之下純一校長（種子島高等学校）
に直接手渡しました。

～関東種子島会・喜寿同窓会の皆様
　　　　　　　　　ありがとうございました～
種子島中　寄付活用で製氷機を設置

　種子島中学校では、昨年関東種子島会様からい
ただいた寄付と、旧 6中学卒業喜寿同窓会様から
の寄付を活用し、製氷機を購入し設置しました。
　部活動や、熱中症対策、ケガへの対応など、様々
な場面で使用させていただきます。

部活動ごとに保管しています

㈱オートバックスセブン社・㈱地方創生テクノロジーラボ社と協定を締結
　8月 1日（木）、市、㈱オートバックスセブン社、㈱地方
創生テクノロジーラボ社の三者で包括連携協定を締結しま
した。
　この協定は、地域活性化、市民サービスの向上を目的に
締結したもの。今後は、IoT（※）を活用し、高齢者や子ど
もの見守り・農作物や空き家の管理・鳥獣害対策支援など、
様々な観点で実証実験を行います。
※あらゆるものがインターネットを通じて接続され、モニタリ
ングやコントロールを可能にするという概念
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10/1 ～消費税の軽減税率制度が実施されます～事業者の方はぜひ説明会にご参加を！～
　10 月 1 日から消費税・地方消費税の税率が
10％に引上げられ、同時に消費税の「軽減税率制
度」が実施されます。
　軽減税率の対象品目は、大きく分けて①飲食料
品（酒類・外食等を除いたもの）、②週２回以上発
行される新聞（定期購読契約に基づくもの）の 2
つですが、この制度は多くの事業者の方に関係す
るものです。

◆対象品目の販売（売上）がない事業者の方が、
対象品目を経費で購入する場合
◆消費税の申告の必要がない免税事業者の方で、
取引先から税率ごとに区分した請求書の交付を求
められる場合　　　　　　　　　　　　　　など

軽減税率説明会を開催します
　消費税の申告が必要な事業者の方は、法人が本
年 10 月を含む事業年度分から、個人事業者が令
和元年分から、軽減税率制度に基づいた消費税の
申告を行っていただくこととなります。

　種子島税務署では、申告に必要な区分経理・記
帳、決算処理、申告書の作成方法等に関する説明
会を次のとおり開催します。

【日時】
　9月 6日（金）10：00 ～ 12：00、
　　　　　　　　14：00 ～ 16：00
【場所】
　種子島合同庁舎 2階共用会議室

　詳しくは、国税庁ホームページ内の特設サイト
「消費税の軽減税率制度について」をご覧くださ
い。
　ご不明な点はお問い合わせください。

■問い合わせ先
　軽減コールセンター☎ 0120-205-553
　種子島税務署☎ 22‐0440（自動音声案内で「2」を選択）

例えば…

消費税　軽減税率制度

契約書や領収書など  印紙税にご注意ください
　毎日の生活の中で、作成したり、受け取ったり
する文書には、「印紙税」が掛かるものがあります。
　印紙税は、収入印紙を文書に貼り付け、これに
消印をして納める税金です。
　印紙税が掛かる文書は、「金銭借用証書、不動産
売買契約書、工事請負契約書」などの契約書のほ
か、「約束手形、領収書、金銭の受取通帳」など、
20 種類に分類されています。
　文書を作成する際は、印紙税のパンフレット（税
務署窓口に備付）等を参考に次のことに注意し、
間違いのないようにしてください。
①覚書、念書、差入証などは、印紙税法上の契約
書になる場合があります。
②申込書、注文書、依頼書などの文書でも印紙税
が掛かる場合があります。
③仮契約書、予約契約書、仮領収書、レジスターか
ら打ち出されるレシートにも印紙税が掛かります。
　ご不明な点はお問い合わせください。

■問い合わせ先
　種子島税務署☎ 22‐0440（自動音声案内で「2」を選択）
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10/1 ～  消費税増税に伴う市公共料金等の変更
　10 月 1日から、消費税及び地方消費税の税率が 10%に引き上げられることに伴って、市の公共料金等
が変更となります。主なものを以下にご紹介します。各施設等のご利用や、公共料金等のお支払いの際
には、料金の変更等にご注意ください。詳細は各課、施設等へお問い合わせください。

◎種子島清掃センター及び中種子清掃センターへのごみ搬入手数料
（変更前）1回の搬入量が 50 ㎏以下…250 円　　（変更後）１回の搬入量が 50 ㎏以下… 260 円
※１回の搬入量が 50 ㎏を超える場合は、10 ㎏（10 ㎏未満は 10 ㎏とみなす）増すごとに 50 円を加算します。
※手数料は、可燃ごみ・不燃ごみ・粗大ごみ・その他ごみ（乾電池・蛍光管・体温計など）を持ち込む際に納め
る必要があります。（資源物は無料）

■問い合わせ先　種子島地区広域事務組合環境保全係☎ 24‐3933

◎市公共料金及び公共施設使用料等
　次の公共料金、施設使用料等が変更となります。詳細についてはお問い合わせください。
公共料金 問合せ先各担当課等（内線）
　水道料金 水道課管理係（287）
使用料・入館料等
　給水施設 水道課管理係（287）
　市民会館 社会教育課社会教育係（257/258）
　市民体育館（施設・用具・自販機設置）、市営球場、市営プール 社会教育課生涯スポーツ係（259）
　老人福祉センター 福祉事務所社会福祉係（321/324）
　保健センターすこやか 健康保険課健康増進係（326/327）
　地方卸売市場、安納地区活性化センター 農林水産課農政管理係（245/249）
　あっぽ～らんど各施設・設備、都市公園、フラワーセンター 建設課都市計画係（264）
　市営キャンプ場 経済観光課観光交流係（272/273）
　種子島特産品開発センターきらり 経済観光課商工政策係（271/274）
　汚泥再生処理センター 市民生活課西京苑管理係☎ 28‐0794
　中割地区地域活性化交流拠点施設 地域支援課コミュニティ推進係（215）
　行政財産 財産監理課登記・管理係（281/284）
手数料
　汚泥再生処理センター 市民生活課西京苑管理係☎ 28‐0794
　一般廃棄物処理、一般廃棄物処理業等の許可 市民生活課環境安全係（304）
占用料等
　道路・港湾・土砂採取 建設課土木係（241/242）
　漁港 農林水産課水産係（244）

■問い合わせ先　西之表市役所各担当課☎ 22‐1111

◎種子島開発総合センター入館料・使用料
入館料〈鉄砲展示室〉※（　）内は、改定前との比較増　　　　　　　　　※団体…20 人以上

鉄砲館のみ 鉄砲館と月窓亭の共通券
個人 団体 個人 団体

小中学生 140 円（10 円） 80 円　　　　 160 円（10 円） 100 円　　　　
高校生 280 円（10 円） 230 円（10 円） 360 円（10 円） 260 円（10 円）
一般 440 円（20 円） 380 円（20 円） 570 円（20 円） 470 円（20 円）

使用料〈会議室〉※（　）内は、改定前との比較増
研修室 会議室 小会議室 実習室

1時間につき 270 円（10 円） 330 円（20 円） 220 円（10 円） 160 円（10 円）
■問い合わせ先　種子島開発総合センター「鉄砲館」☎ 23‐3215
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⑫

　平成 30 年 6月 18 日に発生した大阪府北部を震源とする地震により、ブロック塀や組積造（れんが造、
石造、鉄筋のないブロック造）の塀が倒壊し、死傷者が出るなど大きな被害が発生しました。
　古いブロック塀等は、劣化や鉄筋の不足等により地震時に倒壊の恐れがあります。また、新しいブロッ
ク塀等であっても、現行の基準に適合していない場合がありますので、ブロック塀等の所有者・管理者
のみなさまは、「ブロック塀の点検のチェックポイント（下図）」を用いて点検を行い、危険性が確認さ
れた場合は、建築士や専門業者に相談し、補修や撤去等の対応をお願いします。

◆「ブロック塀等の安全性の確認等実施要領」をご確認ください
　ブロック塀等による被害を未然に防止するため、県では、「ブロック塀等の安全性の確認等実施要領」
を策定しています。
　建築基準法に基づく建築確認申請、完了検査申請、完了検査の各時点で、熊毛支庁の建築主事等が行
うブロック塀等の安全性を確認する手順等を定め、所有者・管理者の管理責任を明確にしています。
　ブロック塀等の安全性の確保、倒壊による被害の防止を図るため、本市でもこの要領に基づき運用を
行います。内容は、鹿児島県庁のホームページからご確認ください。
http://www.pref.kagoshima.jp/ah12/burokkuheizissiyouryou.html

図…国土交通省HPより一部転用：「ブロック塀の点検のチェックポイント」

　ブロック塀について、以下の項目を点検し、1つでも不適合があれば危険なので改善しましょう。
　まず外観で 1～ 5をチェックし、ひとつでも不適合がある場合や分からないことがあれば、専門
家に相談しましょう。

～ブロック塀等の所有者・管理者の皆さまへ～ブロック塀等の点検をしましょう

□ 1. 塀は高すぎないか…塀の高さは地盤から 2.2 ｍ以下か
□ 2. 塀の厚さは十分か…塀の厚さは 10cm以上か（塀の高さ
が 2ｍ超 2.2 ｍ以下の場合は 15cm以上）
□ 3. 控え壁はあるか（塀の高さが 1.2 ｍ超の場合）…塀の長
さ 3.4 ｍ以下ごとに、塀の高さの 1/5 以上突出した控え壁があ
るか
□ 4. 基礎があるか…コンクリートの基礎があるか
□ 5. 塀は健全か…塀に傾き、ひび割れはないか

〈専門家に相談しましょう〉
□ 6. 塀に鉄筋は入っているか…塀の中に直径９mm以上の鉄
筋が、縦横とも 80cm間隔以下で配筋されており、縦筋は壁
頂部および基礎の横筋に、横筋は縦筋にそれぞれかぎ掛けさ
れているか、基礎の根入れ深さは 30cm以上か（塀の高さが 1.2
ｍ超の場合）

　組積造（れんが造、石造、鉄筋のないブロック造）の塀の場合
　□ 1. 塀の高さは地盤から 1.2 ｍ以下か　　　　□ 2. 塀の厚さは十分か
　□ 3. 塀の長さ４ｍ以下ごとに、塀の厚さの 1.5 倍以上突出した控え壁があるか
　□ 4. 基礎があるか　　　　□ 5. 塀に傾き、ひび割れはないか

　〈専門家に相談しましょう〉□ 6. 基礎の根入れ深さは 20cm以上か

鹿児島県　ブロック塀
■問い合わせ先　熊毛支庁建設課建築係☎ 22‐1867
　　　　　　　　市役所建設課建築住宅係☎ 22‐1111（内線 238）
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【会場】市民会館１階大ホール
【対象者】満 88 歳の方（昭和 5年 10 月１日～昭
和 6年９月 30 日生）及びその関係者等
【受給資格】9月 1日現在で本市に 1年以上住所を
有する方で、同月 30 日現在で満 88 歳の方。
【内容】市長から祝い金の支給、余興等

敬老金を支給しています（敬老金支給事業）
　市では高齢者の長寿を祝福し、敬老の意を表す
るため、敬老金を支給しています。
○令和元年度内に満 100 歳になる方
　誕生日に市長が対象者宅等を訪問し、お祝いを
述べ祝い金を支給する予定です。
○令和元年 9月 30 日時点で満 101 歳以上の方
　本年度は 9月 18 日（水）に市長、市議会議長が
対象者宅等を訪問し、お祝いを述べ、祝い金を支
給する予定です。

■問い合わせ先
　市役所高齢者支援課高齢者支援係
　☎ 22‐1111 内線 330

　「米寿を祝う会」は、元気で 88 歳を迎えられた
方々が一同に集うことで、相互の親睦と自らの健
康づくりや生きがいづくりに役立てようという趣
旨のもと平成 27 年度から開催されています。
　対象者となる皆さまには既に通知をしています
が、ご家族・親戚等、関係者の皆様だけでなく、
お祝いしたいという皆様のご来場もお待ちしてい
ます。

【日時】９月 27 日（金）14 時～ 16 時

昨年開催の様子

米寿を祝う会を開催します

　８月 21 日（水）、市と㈱サイネックスは、「西
之表市暮らしの便利帳」の共同発行に関する協定
を締結しました。
　この便利帳は、市の行政サービスをはじめとし
た生活に役立つ幅広い分野の情報を掲載し、来年
４月以降に全世帯へ配布する予定です。
　制作に必要な費用は、市内事業所等の広告を掲
載することによる広告収入でまかないます。それ
に伴い、㈱サイネックスの社員が市内事業所に伺
います。

　   官民協働で発行
　　　西之表市「暮らしの便利帳」

　「月にいちばん近い島」種子島を 1周するロン
グライドイベント。コース上では、美しい青い海
やサトウキビ畑、日本最大のロケット発射場であ
る種子島宇宙センターなど様々な貴重な風景が堪
能できます。
　申込みは 10 月 7 日（月）までとなっています。
ウェブサイトをご確認ください。
【10 月 27 日（日）】島 1周〈150km〉の部（日ポみな
と公園午前 7時スタート）、島半周〈78km〉の部
【10 月 26 日（土）】
　旧種子島空港滑走路タイムトライアル、前夜祭

■問い合わせ先　種子島観光協会☎ 0997‐23‐0111
https://girodi-tanegashima.com/entry.html

ジロ・デ・種子島 2019　参加者募集

ジロ・デ・種子島
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国
際
交
流
に
向
け
て

■
問
い
合
わ
せ
先

　

市
役
所
経
済
観
光
課
観
光
交
流
係

　

☎
2
２
‐
１
１
１
１
内
線
２
７
２

　

８
月
５
日
付
で
、
本
市
初
と
な
る
国
際

交
流
員
（
Ｃ
Ｉ
Ｒ
※
）
の
ラ
イ
ア
ン
・
ゼ
ェ

イ
ク
ス
さ
ん
が
着
任
し
ま
し
た
。

　

ラ
イ
ア
ン
さ
ん
は
、
市
役
所
経
済
観
光

課
に
配
属
さ
れ
、
外
国
人
観
光
客
の
誘
致

や
受
入
体
制
の
充
実
な
ど
、
主
に
イ
ン
バ

ウ
ン
ド
（
訪
日
外
国
人
）
対
策
に
取
り
組

み
ま
す
。

　

ま
た
、
大
学
時
代
に
中
国
語
を
専
攻
し

て
い
た
こ
と
に
加
え
、
佐
賀
県
白
石
町
で

外
国
語
指
導
助
手
（
Ａ
Ｌ
Ｔ
）
と
し
て
勤

務
し
て
い
た
経
験
や
、
日
本
語
検
定
１
級

取
得
と
い
う
高
い
語
学
力
を
持
っ
て
お
り
、

今
後
の
活
躍
が
大
い
に
期
待
さ
れ
ま
す
。

※
国
際
交
流
員
（
Ｃ
Ｉ
Ｒ= C

oordinator 
for International Relations

）

…
地
域
レ
ベ
ル
の
国
際
化
と
語
学
教
育
の

充
実
を
目
的
と
す
る
Ｊ
Ｅ
Ｔ
プ
ロ
グ
ラ
ム

（
外
国
青
年
招
致
事
業
）
の
も
と
、
招
致
さ

れ
た
外
国
青
年
の
参
加
種
別
の
１
つ
。

　

他
に
も
外
国
語
指
導
助
手
（
Ａ
Ｌ
Ｔ
）、

ス
ポ
ー
ツ
国
際
交
流
員
（
Ｓ
Ｅ
Ａ
）
が
あ

り
ま
す
。

№ 4

西
之
表
市
初
の
国
際
交
流
員
（
Ｃ
Ｉ
Ｒ
）
が
着
任

〈
ひ
と
こ
と
〉

　

初
め
ま
し
て
。

　

ア
メ
リ
カ
の
オ
ハ
イ
オ
州
か
ら
来
た

ラ
イ
ア
ン
・
ゼ
ェ
イ
ク
ス
で
す
。
ラ
イ

ア
ン
と
呼
ん
で
く
だ
さ
い
。

　

日
本
は
初
め
て
じ
ゃ
な
い
で
す
が
、

島
の
生
活
を
こ
れ
か
ら
楽
し
み
に
し
て

い
ま
す
。

　

種
子
島
の
い
ろ
い
ろ
な
と
こ
ろ
に

行
っ
て
み
た
い
の
で
、
会
っ
た
ら
気
軽

に
声
を
か
け
て
く
だ
さ
い
。
で
も
不
自

然
な
日
本
語
で
返
し
た
ら
ご
め
ん
ね
。

ま
だ
得
意
じ
ゃ
な
い
で
す
か
ら
。
ど
う

ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。 名前：Ryan Zakes( ライアン・ゼェイクス )

出身：アメリカ合衆国オハイオ州
任期：2019 年 8 月～１年間
趣味：ハイキング、旅行
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■
問
い
合
わ
せ
先

　

市
教
育
委
員
会
社
会
教
育
課

　

社
会
教
育
係

　

☎
２
２
‐
１
１
１
１

　

内
線
２
５
７
／
２
５
８

№ 200

図
書
館
の
イ
ベ
ン
ト
展
示

　

図
書
館
で
は
イ
ベ
ン
ト
や
行
事
に
あ
わ
せ
て
定
期
的
に
資
料
や
本
の
展

示
を
し
て
い
ま
す
。
展
示
本
を
き
っ
か
け
に
、
普
段
手
に
と
ら
な
い
ジ
ャ

ン
ル
の
本
を
借
り
る
利
用
者
も
多
い
よ
う
で
す
。

　

ご
来
館
の
際
は
カ
ウ
ン
タ
ー
横
の
展
示
コ
ー
ナ
ー
も
ご
覧
く
だ
さ
い
。

○
５
月
の
展
示
…
４
月
23
日
〜
５
月
12
日
の
子

ど
も
読
書
週
間
に
あ
わ
せ
て
日
本
最
古
の
漫
画

と
し
て
『
鳥

ち
ょ
う
じ
ゅ
う獣

戯ぎ

が画
』
の
レ
プ
リ
カ
資
料
の

展
示
を
行
い
ま
し
た
。

○
７
月
の
展
示
…
７
月
14
日
の
県
民
の
日
に
ち

な
み
「
鹿
児
島
を
知
ろ
う
！
」
を
テ
ー
マ
に
鹿

児
島
の
文
化
や
歴
史
に
関
す
る
本
の
展
示
を
し

ま
し
た
。

○
８
月
の
展
示
…
子
ど
も
た
ち
の
貸
出
が
増
え

る
時
期
な
の
で
、
汚
破
損
で
貸
出
が
で
き
な
く

な
っ
た
本
の
展
示
を
し
、
大
事
に
本
を
取
り

扱
っ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
に
呼
び
か
け
ま
す
。

○
９
月
の
展
示
…
９
月
21
日
の
世
界
ア
ル
ツ
ハ

イ
マ
ー
デ
ー
に
ち
な
み
、
認
知
症
に
関
す
る
本

の
展
示
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

▲『鳥獣戯画』の展示▲県民の日の展示

　

社
会
教
育
課
で
は
、
年
間
を
と
お
し

た
市
民
講
座
を
11
講
座
開
設
し
て
い
ま

す
（
今
後
２
講
座
を
追
加
開
講
予
定
）。

　

６
月
12
日
（
水
）
に
開
講
式
を
行
い
、

現
在
約
１
２
０
人
が
楽
し
み
な
が
ら
学

習
を
続
け
て
い
ま
す
。

　
「
健
康
づ
く
り
の
た
め
」、「
生
き
が

い
づ
く
り
の
た
め
」、「
人
と
知
り
合
う

た
め
」
な
ど
、市
民
講
座
を
始
め
る
き
っ

か
け
は
さ
ま
ざ
ま
で
す
。

　

心
に
潤
い
を　

〜
生
涯
学
習
市
民
講
座
〜

▲パソコン講座（入門）

　

市
民
講
座
を
と
お
し
て
、
新
た
な
学

び
を
得
て
み
ま
せ
ん
か
？

　

市
民
講
座
で
得
ら
れ
た
学
習
成
果

は
、
今
年
度
の
市
民
フ
ェ
ア
（
令
和
２

年
３
月
１
日
開
催
予
定
）
で
発
表
し
ま

す
。

　

市
民
講
座
の
詳
し
い
内
容
に
つ
い
て

は
、
社
会
教
育
課
ま
で
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

▲郷土料理講座
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■
問
い
合
わ
せ
先　

　

鹿
児
島
北
年
金
事
務
所

　
　

☎
０
９
９
‐
２
２
５
‐
５
３
１
１

　

市
役
所
健
康
保
険
課
国
保
年
金
係

　
　

☎
２
２
‐
１
１
１
１
内
線
３
０
５

知
っ
得
！

年
金 
シ
リ
ー
ズ

要
件
１

　

初
診
日
（
※
１
）
の
あ
る
病
気
や
け
が
で
、

障
害
認
定
日
（
※
２
）
に
、
法
令
で
定
め
ら

れ
た
障
害
等
級
が
１
級
ま
た
は
２
級
に
該

当
す
る
程
度
の
障
害
の
状
態
に
あ
る
と
き
。

要
件
２

　

初
診
日
の
時
点
で
次
の
い
ず
れ
か
に
該

当
す
る
と
き
。

①
国
民
年
金
ま
た
は
厚
生
年
金
に
加
入
し

て
い
る
②
20
歳
未
満
で
あ
る
③
60
〜
65
歳

で
年
金
制
度
に
加
入
し
て
い
な
い
（
老
齢

基
礎
年
金
を
繰
上
げ
請
求
し
て
い
る
場
合

を
除
く
）

要
件
３

　

初
診
日
の
前
日
に
次
の
要
件
を
満
た
し

て
い
る
と
き
。

（
原
則
）
初
診
日
の
属
す
る
月
の
前
々
月
ま

で
の
公
的
年
金
の
加
入
期
間
の
３
分
の
２

以
上
の
期
間
、
保
険
料
が
納
付
ま
た
は
免

除
さ
れ
て
い
る
。

（
特
例
）
初
診
日
の
属
す
る
月
の
前
々
月
ま

で
の
１
年
間
に
、
保
険
料
の
納
付
ま
た
は

免
除
が
さ
れ
て
い
る
。

障
害
年
金
の
種
類

・
障
害
基
礎
年
金
…
初
診
日
に
国
民
年
金

に
加
入
し
て
い
た
場
合

・
障
害
厚
生
年
金
…
初
診
日
に
厚
生
年
金

に
加
入
し
て
い
た
場
合

障
害
基
礎
年
金
の
年
金
額

　

１
級
…
97
万
５
１
２
５
円
＋
子
の
加
算

　

２
級
…
78
万
１
０
０
円
＋
子
の
加
算

  
子
の
加
算
額(

１
人
に
つ
き
・
年
齢
制
限
有)

　

２
人
ま
で
…
22
万
４
５
０
０
円

　

３
人
目
か
ら
…
７
万
４
８
０
０
円

障
害
厚
生
年
金

　

障
害
基
礎
年
金
に
上
乗
せ
し
て
支
給
。

　

障
害
の
状
態
が
２
級
に
該
当
し
な
い
軽

い
程
度
の
障
害
の
と
き
は
３
級
の
障
害
厚

生
年
金
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

相
談
・
手
続
き
先

　

鹿
児
島
北
年
金
事
務
所
、
市
役
所
健
康

保
険
課
国
保
年
金
係
、
出
張
年
金
相
談
会

（
９
月
は
24
日
、
25
日
に
開
催
、
事
前
予
約
は

国
保
年
金
係
ま
で
）

※
１
初
診
日
…
障
害
の
原
因
と
な
っ
た
病
気
や
け

が
に
つ
い
て
、
初
め
て
医
師
の
診
断
を
受
け
た
日

※
２
障
害
認
定
日
…
障
害
の
原
因
と
な
っ
た
病
気

や
け
が
に
つ
い
て
、
初
診
日
か
ら
１
年
６
か
月
を

過
ぎ
た
日
、
ま
た
は
１
年
６
か
月
以
内
に
そ
の
病

気
や
け
が
が
治
っ
た
日
（
症
状
が
固
定
し
た
日
）

障
害
年
金
…
病
気
や
け
が
で
生
活
や
仕
事
な
ど
が
制
限
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
場
合

に
受
け
取
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

消
費
生
活
の
窓

慌
て
な
い
で
！

　
　

災
害
後
の
住
宅
修
理
ト
ラ
ブ
ル

■
消
費
に
関
す
る
相
談
・
問
い
合
わ
せ
先

　

消
費
者
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
☎
1
8
8
（
局
番
な
し
）

　

西
之
表
市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー 

　

☎
２
２
‐
1
1
1
1 

内
線
3
1
4

【
事
例
】
台
風
で
屋
根
が
破
損
し
雨
漏
り
が
し

た
の
で
、
慌
て
て
手
元
に
あ
っ
た
チ
ラ
シ
の

事
業
者
に
電
話
。
応
急
処
置
と
し
て
ブ
ル
ー

シ
ー
ト
を
掛
け
て
も
ら
い
、
屋
根
の
ふ
き
替
え

工
事
を
し
て
も
ら
う
こ
と
に
な
っ
た
が
、
約

２
０
０
万
円
と
高
額
だ
っ
た
。

　

も
っ
と
安
い
屋
根
材
を
使
う
よ
う
に
お
願
い

し
た
が
、「
こ
れ
し
か
扱
っ
て
い
な
い
。」
と
言

わ
れ
た
。

　

雨
漏
り
で
困
っ
て
い
た
こ
と
も
あ
り
契
約

し
た
が
、
や
は
り
高
額
な
の
で
解
約
し
た
い
。

（
70
歳
代
女
性
）

◆
豪
雨
や
台
風
な
ど
の
自
然
災
害
に
よ
る
被
害

で
、
住
宅
の
修
理
等
が
必
要
な
場
合
で
も
、
慌

て
ず
に
複
数
の
事
業
者
か
ら
見
積
も
り
を
と
っ

た
り
、
周
囲
に
相
談
し
た
り
し
た
上
で
、
慎
重

に
契
約
し
ま
し
ょ
う
。

◆
安
心
し
て
依
頼
で
き
る
事
業
者
の
情
報
を
日

ご
ろ
か
ら
集
め
て
お
く
こ
と
も
大
切
で
す
。

◆
自
然
災
害
が
起
き
た
後
は
、
住
宅
修
理
や
便

乗
商
法
な
ど
の
様
々
な
相
談
が
寄
せ
ら
れ
ま
す
。

　

困
っ
た
と
き
は
、
早
め
に
西
之
表
市
消
費
生

活
セ
ン
タ
ー
等
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

ジャパンプロサーフィンツアー２０１９
ショートボード第5戦

サーフアイランド種子島プロ

　

サ
ー
フ
ィ
ン
競
技
は
、
２
０
２
０

年
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
正
式
種

目
。
こ
の
大
会
に
は
日
本
代
表
を

目
指
す
選
手
も
参
加
し
ま
す
。

　

国
内
最
高
峰
に
位
置
づ
け
ら
れ

る
サ
ー
フ
ィ
ン
ツ
ア
ー
の
一
戦
。

　

種
子
島
の
素
晴
ら
し
い
波
と
ロ

ケ
ー
シ
ョ
ン
の
中
で
国
内
最
高
峰

の
サ
ー
フ
ィ
ン
競
技
が
繰
り
広
げ

ら
れ
、
国
内
ト
ッ
プ
プ
ロ
の
技
を

間
近
に
感
じ
ら
れ
る
絶
好
の
機
会

で
す
。
ぜ
ひ
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

【
開
催
日
】

　

９
月
19
日
（
木
）
〜
22
日
（
日
）

【
場
所
】
南
種
子
町
竹
崎
海
岸
・
種

子
島
岩
崎
ホ
テ
ル
前
海
岸
（
※
但

し
気
象
状
況
に
よ
り
変
更
あ
り
）

■
問
い
合
わ
せ
先　

　

サ
ー
フ
ア
イ
ラ
ン
ド
種
子
島
Ｐ
Ｒ
協

議
会
事
務
局
（
中
種
子
町
役
場
企
画
課

内
）
☎
２
７
‐
１
１
１
１

開催！

⑯市政の窓



「
こ
う
の
と
り
」
８
号
機

　
　
　
　
　
　
　

打
上
げ
日
決
定
！

　

宇
宙
ス
テ
ー
シ
ョ

ン
補
給
機
「
こ
う
の

と
り
」
８
号
機
を
搭

載
し
た
Ｈ
‐
Ⅱ
Ｂ
ロ

ケ
ッ
ト
８
号
機
が
、
９
月
11
日
（
水
）

午
前
６
時
33
分
頃
に
打
上
げ
ら
れ
る

こ
と
が
決
定
し
ま
し
た
。

　

今
回
は
、
令
和
初
と
な
る
日
本
か

ら
の
ロ
ケ
ッ
ト
打
上
げ
で
す
。
ま
た

今
年
は
、
人
類
史
上
最
大
の
宇
宙
実

験
棟
で
あ
る
国
際
宇
宙
ス
テ
ー
シ
ョ

ン
の
「
き
ぼ
う
」
日
本
実
験
棟
の
完

成
、
な
ら
び
に
世
界
一
の
輸
送
成
功

率
を
誇
る
宇
宙
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
補
給

機
「
こ
う
の
と
り
」
打
上
げ
10
周
年

で
も
あ
り
ま
す
。

　

天
体
を
対
象
に
し
て
、
国
際
協
力

に
よ
っ
て
推
進
さ
れ
る
有
人
宇
宙
探

査
活
動
や
、
先
行
し
て
行
わ
れ
る
無

人
探
査
活
動
は
「
国
際
宇
宙
探
査
」

と
呼
ば
れ
、
こ
の
計
画
に
は
日
本
の

「
き
ぼ
う
」「
こ
う
の
と
り
」
が
大
き

な
貢
献
を
し
て
い
ま
す
。

宇宙科学技術館　TEL26‐9244/FAX26‐9245宇宙センターだより★★
★

★
★★ ★

★
★★ ★ ★

宇
宙
科
学
技
術
館
で
職
場
体
験
学
習

　

７
月
９
日
（
火
）
〜
11
日
（
木
）

の
３
日
間
、
種
子
島
中
央
高
校
の
生

徒
２
名
が
、
宇
宙
科
学
技
術
館
で
職

打
上
げ
日
は
宇
宙
科
学
技
術
館
の

　
　

開
館
時
間
が
変
更
と
な
り
ま
す

場
体
験
学
習
を
行

い
ま
し
た
。

　

生
徒
は
、
種
子

島
宇
宙
セ
ン
タ
ー

の
概
要
な
ど
を
学

ん
だ
後
、
お
客
様

の
対
応
や
移
動
宇
宙
教
室
の
運
営
に

従
事
し
ま
し
た
。
ま
た
、
最
終
日
に

は
施
設
案
内
ツ
ア
ー
で
、
お
客
様
へ

施
設
の
説
明
案
内
も
行
い
ま
し
た
。

　

真
摯
に
職
場
体
験
を
行
う
姿
に
、

お
客
様
か
ら
も
「
学
生
さ
ん
が
頑
張
っ

て
い
ま
し
た
」
と
の
感
想
が
寄
せ
ら

れ
る
ほ
ど
丁
寧
な
仕
事
ぶ
り
で
し
た
。

　

３
日
間
の
職
場
体
験
学
習
を
通
し

て
、
働
く
楽
し
さ
と
大
変
さ
を
学
ん

で
も
ら
え
た
こ
と
と
思
い
ま
す
。

９
月
15
日
（
日
）
〜
９
月
21
日
（
土
）
は

　
　
　
「
認
知
症
を
理
解
し
一
緒
に
歩
む
県
民
週
間
」
で
す

■
問
い
合
わ
せ
先　

市
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

（
市
役
所
１
階
高
齢
者
支
援
課
高
齢
者
支
援
係
）　

☎
２
３
‐
５
２
２
５

　

我
が
国
に
お
け
る
認
知
症
を
抱
え

る
高
齢
者
数
は
、
２
０
２
５
年
に
は

７
０
０
万
人
に
お
よ
ぶ
と
予
測
さ
れ
て

お
り
、
65
歳
以
上
で
は
、
５
人
に
１
人

に
達
す
る
と
見
込
ま
れ
て
い
ま
す
。

　

今
や
認
知
症
は
誰
も
が
関
わ
る
可
能

性
の
あ
る
身
近
な
病
気
の
ひ
と
つ
に

な
っ
て
い
ま
す
。

　

鹿
児
島
県
で
は
、
平
成
30
年
度
に
認

知
症
の
正
し
い
理
解
の
さ
ら
な
る
普
及

啓
発
や
認
知
症
高
齢
者
等
に
や
さ
し
い

　

Ｈ
‐
Ⅱ
Ｂ
８
号
機
打
上
げ
に
伴
い
、

９
月
11
日
（
水
）
の
宇
宙
科
学
技
術

館
の
開
館
は
12
時
〜
17
時
ま
で
と
な

り
ま
す
。

※
10
日
（
火
）、
11
日
（
水
）
は
、
施

設
案
内
ツ
ア
ー
を
全
便
運
休
し
ま
す
。

※
打
上
げ
が
延
期
の
場
合
な
ど
、
開

閉
館
予
定
も
変
更
に
な
る
場
合
も
あ

り
ま
す
の
で
、
詳
し
く
は
宇
宙
科
学

技
術
館
へ
お
問
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

地
域
づ
く
り
を
推
進
す
る
た
め
、
世
界

ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
デ
ー
で
あ
る
９
月
21

日
を
含
む
日
曜
日
か
ら
土
曜
日
ま
で
の

一
週
間
を
「
認
知
症
を
理
解
し
一
緒
に

歩
む
県
民
週
間
」
と
し
て
設
定
し
ま
し

た
。

　

こ
の
機
会
に
、
認
知
症
に
つ
い
て
の

理
解
を
深
め
、
認
知
症
の
方
と
接
す
る

と
き
に
は
、
次
の
よ
う
な
事
を
心
が
け

て
み
ま
し
ょ
う
。

認知症の方への接し方
  認知症の方と接するときに心がけたい

〝３つの「ない」″
  □驚かせない　　□急がせない
  □自尊心を傷つけない

〇スキンシップを大切にしましょう

〇さびしくさせないようにしましょう

〇にこやかに接しましょう

〇本人のペースに合わせましょう

〇笑顔でうなずき不安を取り除きましょう

〇気持ちに寄り添い、怒ったり否定したり
しないようにしましょう

〇聞き上手になりましょう

〇できることをひとつずつやってもらいま
しょう

現代けんこう出版「みんなで支える認知症」参考

⑰ 市政の窓



戸籍の窓

青
果
状
況
【
7
月
】

種
子
島
公
設
地
方
卸
売
市
場
☎
２
２
‐
０
２
１
６

　SNS で市政情報を発
信しています。
　SNS 一覧からご確認
ください。

西之表市　SNS

内　訳
入荷量 取引額 入荷量 取引額
（㎏） （千円） （㎏） （千円）

野
菜
類

根 菜 類 283 176 3,018 368
葉 茎 菜 類 420 60 6,901 938
果 菜 類 3,189 642 3,793 824
そ の 他 5,107 1,469 3,156 648
小 計 8,999 2,347 16,868 2,778

果
物
類

かんきつ類 0 0 162 104
果 瓜 類 2,650 433 922 127
そ の 他 983 513 1,028 512
小 計 3,633 946 2,112 743

鳥卵・加工品等 169 61 813 188
花　類 27,110 本 888 690 本 12

　

野
菜
・
果
物
・
花
類
の
出
荷
を
ご
希
望
の
方
は
、

種
子
島
公
設
地
方
卸
売
市
場
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

《
9
月
の
休
み
》
1
日
・
4
日
・
8
日
・
11
日
・

15
日
・
16
日
・
22
日
・
23
日
・
29
日

区　

分

島
内
産

島
外
産

入
荷
量
33
ト
ン
13
ト
ン
（
39
％
）
20
ト
ン
（
61
％
）

取
引
額

　

７
９
６
万

４
２
４
万
円

　
（
53
％
）

３
７
２
万
円

　
（
47
％
）

facebook
「西之表市　お知らせ版」

ツイッター

  

香
典
返
し
寄
附

  

社
協
だ
よ
り
（
６
月
受
付
分
）

（
出
生
児
）
（
性
別
）（
父
）

（
母
）

（
住
所
）

川
下　

京け
い

女
良

真
梨
恵
塰
泊

（
寄
付
者
名
）
（
住
所
）（
故
人
名
）

平
田　

三
枝

松
畠

平
田　

時
雄

宮
下　

義
得

久
保
田
宮
下　

ミ
カ

花
木　

芳
夫

峯

花
木　

孝
芳

坂
口　

嘉
和

塰
泊

坂
口　

了
子

　

こ
の
た
び
は
、
社
協
に
香
典
返
し
と
し
て
ご
寄
付
を

賜
り
ま
し
て
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
ご
親

族
の
ご
芳
志
に
そ
い
ま
す
よ
う
、
社
会
福
祉
の
た
め
に

役
立
た
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

（
氏
名
）

（
年
齢
）（
住
所
）

平
原　

チ
ヅ
子

90

軍
場

日
髙　

驍

86

大
平

平
田　

京
子

81

上
石
寺

原
田　

正
一

55

浅
川

小
川　

義
行

95

川
迎

外
薗　

ハ
ツ
エ

94

池
之
久
保

古
田　

國
義

95

浜
脇

森　

次
直

92

大
野

　
（
氏
名
）　 　
　
　
（
住
所
）

下
村　

和
也　
　
　

久
保
田　
　

　
　

＆

松
本　

千
広　
　
　

東
町

  
健
や
か
な
成
長
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

  
う
ぶ
ご
え

  

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
末
永
く
お
幸
せ
に
。

  

ご
結
婚
（
〜
８
月
15
日
受
付
分
）

  

ご
冥
福
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

  

お
く
や
み（
〜
8
月
15
日
受
付
分
）

（
出
生
児
）
（
性
別
）（
父
）

（
母
）

（
住
所
）

松
尾　

嘉か
い
と純

男
嘉
美

裕
子

池
野

山
田　

奈な
な々

女
敬
幸

ゆ
か
り
東
京
都

榎
元　

結ゆ
の乃

女
勇
二

ゆ
か
り
朝
日
が
丘

赤
木　

洸ほ
の
か夏

女
秀
晃

七
海

美
浜
町

平
田　

純
じ
ゅ
ん
せ
い成

男
隼
也

樹
里

鴨
女
町

赤
木　

湊そ
う
だ
い大

男
大
洋

愛
美

川
迎

岡
留　

悠ゆ
う
だ
い大

男
竜
一
朗
知
子

中
野

岡
留　

幸こ
う
の
す
け

ノ
丞

男
竜
一
朗
知
子

中
野

竹
生　

う
め

女
和
樹

さ
く
ら
上
之
原
町

小
倉　

遙は
る
ひ桧

男
哲
平

亞
也

城

山
下　

夏な
つ
み未

女
正
美

千
春

広
島
県

木
原　

澄す
み
か架

女
克
敏

舞

鴨
女
町

河
野　

千
鶴
子

85

西
町

岩
元　

ス
ミ
子

74

塰
泊

舩
山　

と
し

93

洲
之
崎

松
野　

ス
ミ
子

98

桜
園

平
野　

畩
則

94

形
之
山

砂
坂　

貞
子

82

湊

里
村　

定
夫

80

西
町

木
原　

シ
ノ

98

武
部

田
頭　

マ
ツ

90

田
之
脇

髙
尾
野　

棄
男

83

古
田
中
之
町

（
７
月
８
日
受
付
分
）

（
〜
8
月
15
日
受
付
分
）

小
川　

紗す
ず
な奈

女
広
二

潤
子

下
能
野

持
田　

純と
わ和

男
純
平

利
奈

美
浜
町

※
市
政
の
窓
８
月
号
18
ペ
ー
ジ
で
ご
紹
介
し

ま
し
た
が
、
記
載
内
容
に
誤
り
が
あ
り
ま
し

た
の
で
再
掲
し
、
お
詫
び
い
た
し
ま
す
。
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暮らしの窓
校区 男 女 計 世帯数
榕城 3,719 4,090 7,809 3,964
上西 244 262 506 281
下西 1,038 1,164 2,202 1,172
国上 506 547 1,053 578
伊関 188 202 390 211
安納 189 202 391 222
現和 594 612 1,206 666
安城 140 148 288 164
立山 48 43 91 51
中割 43 47 90 55
古田 172 206 378 196
住吉 390 458 848 478

［校区別］

［人口］
全体 15,252 人（－ 24）
男性 7,271 人（－ 17）
女性 7,981 人（－ 7）
［世帯数］
8,038 世帯（－ 24）
（　）内の数字は前月比

7月末現在人口・世帯

［火　災］
出火件数　 1 件
うち建物　 1 件
［救　急］
出動件数　65 件
うち急病　47 件

7 月分火災・救急

発生件数　 10 件
死 者　   0 人
負 傷 者　 14 人

8 月 10 日現在（累計）
交通事故

　

掲
載
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
郵
送
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
・
Ｅ
メ
ー
ル
な
ど
で
、
市
役
所

総
務
課
秘
書
広
報
係
へ
10
日
（
次
月
掲
載
分
）
ま
で
に
、
ご
連
絡
先
を
明
記
の

う
え
投
稿
し
て
く
だ
さ
い
。
掲
載
に
つ
い
て
は
、
公
正
・
公
平
の
観
点
か
ら
一

人
一
点
と
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。
な
お
、
紙
面
の
都
合
上
、
掲
載
さ
れ
な
い
場
合

も
あ
り
ま
す
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

ガ
キ
の
頃
不
出
来
の
我
を
親
の
せ
い
今
こ
の
元
気
父
母
ゆ
ず
り
ナ
リ

岩
は
し
る
滝
の
し
ぶ
き
に
濡ぬ

れ
な
が
ら
朱
色
ひ
と
つ
岩
つ
つ
じ
咲
く

宅
配
で
手
塩
に
掛
け
た
新
米
が
今
年
も
届
く
種
子
島
よ
り

脱
皮
で
も
し
そ
う
な
ほ
ど
の
伸
び
を
し
て
五
歳
朝あ

し
たの

目
覚
め
清
し
き

白
き
花
列
な
し
房
を
揺
ら
し
つ
つ
林
の
あ
わ
い
ゆ
招
く
月
桃

雑
草
に
負
け
て
は
な
ら
ず
と
力
む
我
素
手
で
草
取
り
蚊
に
血
吸
わ
れ
て

里
に
ゐ
て
何
故
か
寂
し
き
夕
ま
ぐ
れ
は
ら
か
ら
五
人
雲
の
向
こ
ふ
に

子
の
家
で
い
つ
も
と
違
う
住く

ら

し
方
何
事
す
る
も
嫁
に
従
う

育は
ぐ
くみ

て
花
咲
く
時
を
夢
見
し
に
花
芽
の
全
て
鹿
の
餌
と
な
る

ム
ク
ゲ
だ
け
た
だ
白
々
と
庭
あ
り
て
あ
る
じ
は
な
が
き
病
と
ぞ
き
く

文
明
の
利
器
読
み
書
き
を
遠
ざ
け
り
ふ
み
の
日
あ
や
か
り
ペ
ン
を
執
り
た
り

時
折
り
を
友
に
見
せ
た
や
種
子
島
わ
が
選
び
し
の
こ
と
ど
も
そ
ろ
え

飯
粒
の
ま
ば
ら
に
見
え
る
芋
弁
当
吾
我
新
生
中
学
五
期
生

炎
天
下
と
ん
ぼ
の
ワ
ル
ツ
軽
や
か
に
夏
草
刈
り
を
見
守
る
様
に

御
拝
塔
の
島
守
る
心
法
師
蝉

窓
開
け
て
な
が
め
る
空
が
ま
ぶ
し
い
な

桜
園
・
今
井　

多
輝
子

中
西
・
大
木
田　

松
子

千
葉
県
流
山
市
・
小
山
田　

操

屋
久
島
町
・
栗
﨑　

和
子

国
上
中
目
・
笹
河　

道
子

野
首
・
笹
川　

満
子

榕
城
中
目
・
下
村
タ
ミ
子

住
吉
中
之
町
・
中
畠　

茜

上
能
野
・
福
元　

秀
義

榕
城
中
目
・
古
澤　

勝

上
古
田
・
山
下　

和
子

本
立
・
吉
永　

正

中
野
・
吉
原　

昭
保

鹿
児
島
市
・
吉
盛　

正
子

中
野　

鏑
木　

康
子

が
じ
ゅ
ま
る
文
芸
教
室
・
え
み
こ

広告
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広
告
の
ひ
ろ
ば

こ
の
広
告
収
入
は
、
広
報
紙
発
行
の
た
め
に
使
わ
れ
ま
す
。

この広報紙は、自然保護のため古紙配合の再生紙を使用しています。

広告募集

19
Ｐ
か
ら
続
く

河野造園
〒891-3101
鹿児島県西之表市西之表9985-1

お問い合わせ
TEL：090-7920-4368
Mail:kawanozouen82@gmail.com

お見積り無料！植木1本からでもOK‼

お気軽に

お問い合わ
せください

！

料！
もOK‼‼

い！

庭
の
お
手
入
れ
、
お
ま
か
せ
く
だ
さ
い
！

紙面内ページにも広告を掲載いただけます
　近年市政の窓の広告欄につきましては、多くの掲載希
望のお申込みをいただいています。
　広告は裏表紙以外にも 18、19 ページなど、紙面内へ
の掲載も可能です。そちらへの掲載もご検討ください。
【発行日】毎月 25 日（土・日・祝日の場合は次の平日）
【広告掲載料】
　裏表紙…１枠 15,000 円（縦 6.8 ㎝×横 9㎝）
　紙面内ページ…１枠 13,000 円（縦 6.8 ㎝×横 9㎝）
【申込方法】広告掲載申込書（市役所総務課備付、市ホーム
ページからダウンロード可）及び完納証明書（納税証明書）、
原稿データ等掲載案を提出してください。
【申込締切】毎月 1日（土・日・祝日の場合は次の平日）
市ホームページのバナー広告も募集しています !!
■提出・問い合わせ先
 市役所総務課秘書広報係　☎ 22-1111 内線 207
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